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概要

庄内地域の経済活性化のため、庄内の食の
発掘と情報発信が求められており、近年、
庄内において民間でのワイン生産の取り組
みがおこなわれている。そこで、このワイ
ンのブランド化をどう地域活性化につなげ
られるかを考察した。



提案１ 試飲会

◦庄内地域の観光名所に設置する

（例：山居倉庫）

◦イベントごとに試飲できる場所を設置する

（例：赤川の花火大会・酒田まつり）



提案１ メリット・デメリット

＜メリット＞

◦人目につきやすくなる

◦大きなイベントに出す
ことで多くの人に気付
いてもらえる

＜デメリット＞

◦車で来ている人には提
供できない

◦酔ってトラブルが増え
る可能性がある



提案１ 試飲会

行政の役割：試飲会場の作成・運営

試飲会の広告作成

外国人にも飲んでもらえるよう英語の広告
を作る



提案２ ワインツアー

◦県内外の幅広い人に庄内産のワインについて
知ってもらう機会を作る

◦ワイナリー訪問等を行い、庄内産ワインへの興
味を深めてもらう



提案２ ワインツアー

◦ターゲット層：２０代後半〜４０代

◦価格設定：８０００円〜１００００円

◦移動手段：バス（タクシーも可）



提案２ 具体的内容

◦「ピノ・コックリーナファーム＆ガーデンワイ
ナリー松ヶ岡」

◦「月山ワイン山ぶどう研究所」

二つのワイナリーの見学・ワインの試飲

行政の役割：ツアーの企画・運営



提案３ 観光列車

◦観光列車『海里』を広めることで庄内の食の魅
力を伝える
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提案３ 海里の説明

１号車：２人がけの客席

２号車：４人がけの客席

３号車：イベント・売店

４号車：ダイニング

アル・ケッチァーノ：イタリアン（鶴岡）

一〆：日本料亭（新潟）

日本料亭



提案４ 宣伝トラック・広告

◦交通の要所に看板等を設置する

（例：国道７号線沿い・駅・空港等）

◦地域内でのワインの認知を広めるために交通機
関と協力する

（例：市民バス・トラック等）



提案４ 事例

◦NHK大河ドラマの舞台となった地域のアピールに貢
献していた

◦ラッピングバスの費用対効果はポスターを上回ると
いう研究結果

費用：車体全体のラッピング・約６０万円

リアラッピング・約２４万円



提案５ 芋煮会

◦新たに芋煮会のイベントを作り、そこで庄内産
のワインを提供する

◦芋煮は醤油・味噌さらに豚・牛など様々な地域
の芋煮を再現する



まとめ

◦ワインツアー・試飲会などたくさんの事例があ
るイベントを多く取り入れる

◦観光列車などのすでにあるものを活用する

◦宣伝トラック・看板広告を活用し、地域の人に
も気づいてもらう
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